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７０水系
河川整備基本方針策
定済み水系

４水系
基本方針検討小委員
会で審議中の水系

４水系

新たに基本方針検討
小委員会で審議を開始
する水系

３水系
本日の河川分科会で
の審議水系

鵡川

土器川

淀川

尻別川

江の川

島根県、広島県492021943,900江の川

愛知県、長野県、岐阜県
滋賀県、三重県

2,6051,9252299,100木曽川

北海道5131351,270鵡川

北海道6391261,640尻別川

流域の主な道県

想定氾濫
区域内
人口

（千人）

流域内
人口

（千人）

幹川流路
延長
（km）

流域面積
（km2）

水系名

島根県、広島県492021943,900江の川

愛知県、長野県、岐阜県
滋賀県、三重県

2,6051,9252299,100木曽川

北海道5131351,270鵡川

北海道6391261,640尻別川

流域の主な道県

想定氾濫
区域内
人口

（千人）

流域内
人口

（千人）

幹川流路
延長
（km）

流域面積
（km2）

水系名



２

山林等 86%

田畑 13%
宅地 1%

尻別川水系
■昭和36年、37年、50年、56年に大きな洪水が発生。

■流域は馬鈴薯などの農業地帯として発展。近年はカヌーやラフティング、釣りなど、豊かな自然と優れた景観を利用した観光産業が盛ん。

■水質が良好で平成11～14年、16～17年に水質ランキング1位。

■近年、アジア・オセアニアからの観光客が多く訪れている。

流域面積 ：1,640k㎡

幹川流路延長 ：126km

流域内人口 ：約3.9万人

主な町村 ：蘭越町、倶知安町、

喜茂別町

想定氾濫区域面積 ：56.2km2

想定氾濫区域内人口 ：約6,400人

想定氾濫区域内資産額：約950億円

対象降雨量 ：250mm/2日(1/100)

基本高水のピーク流量：3,300m3/s(名駒地点)

計画高水流量 ：3,000m3/s(名駒地点)

流域及び氾濫域の諸元

工事実施基本計画

■羊蹄山の北側を半周し、ニセコ連山の麓の狭窄部

を南下し、下流部では平地を蛇行しながら流下。

■年間降水量は約1,500mm

地域・河川特性及び降水量

土地利用状況

■近年、洪水被害が頻発

主な洪水被害

■羊蹄山と一体となった景観を有し、公園利用、水面利用が盛ん

蘭越町

治水対策

河川環境

下流部浚渫

倶知安町

ニセコ町

喜茂別町

豊浦町

留寿都村

伊達市

京極町

真狩村

▲

羊蹄山

フレ岳▲

■洪水氾濫の防御及び周辺土
地利用のため、堤防整備、河
道掘削工事、水衝部対策のた
め低水路護岸等を実施

■本川３箇所で捷水路工事を実施

■ヤナギ林を中心とした河畔林を形成。下流域はアユ・サケ・サクラマスが生息

昭和50年洪水 米子築堤破堤状況

平成11年洪水 人別地区・初田地区内水氾濫昭和37年洪水 最下流部
アユ釣り

初田捷水路 (昭和40年通水)

築堤

カヌー(蘭越町) 尻別川せせらぎまつり

オホーツク海

日本海

太平洋

洞爺湖

羊蹄山と河畔林(倶知安町)

ニセコアンヌプリ▲

日本海

ラフティング(京極町)

■流域の約86%が山林等、

約13%が田畑、

宅地が約1%

■人口資産は各町村の

低平地に集中

昭和56年洪水 冷水地区冠水状況

蘭越町付近

50 10km

河口部

パークゴルフ場
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鵡川地点
流域平均雨量
(mm/24hr)

平成4年8月 188.1 2,991 145 約109
平成13年9月 213.7 2,773 3 －
平成15年8月 197.9 2,588 2 約 15
平成18年8月 247.8 2,358 73 約 65

※平成18年は暫定値、速報値

鵡川地点
流量

(m3/s)

浸水被害
戸数(戸)

農地被害
面積(ha)洪水名

鵡川水系

※写真提供:むかわ町
オグロシギ、ハマシギ(河口干潟) 

■平成4年、13年、15年、18年と近年大きな出水が発生

■下流部には北海道の太平洋沿岸のみに生息し北海道レッドデータブックの地域個体群に指定されているシシャモの自然産卵床がみられる

■河口部の干潟はシギ・チドリ類などの渡り鳥の重要な中継地となっている

流域面積 ：1,270k㎡

幹川流路延長 ：135km

流域内人口 ：約1.3万人

主な町村 ：むかわ町、占冠村

想定氾濫区域面積 ：約56.5km2

想定氾濫区域内人口 ：約4,600人

想定氾濫区域内資産額：約710億円

対象洪水：実績最大（大正11年）

基本高水のピーク流量：3,600m3/s（鵡川地点）

計画高水流量 ：3,600m3/s（鵡川地点）

流域及び氾濫域の諸元

工事実施基本計画

■上流部は、赤岩青巌峡に代表される渓流を流れ、

中流部は、函状渓谷から河岸段丘に変わり、比較的開

けた下流部に続く。

■年間降水量は上流域約1,400mm、下流域約1,100mm

地域・河川特性及び降水量

■流域の約83%が山林、約5%が農地、宅地等の

市街地・その他が約12%

■人口資産は下流のむかわ町市街地に集中

土地利用状況

シシャモ

■近年、洪水被害が頻発
平成4年洪水
穂別市街部

平成15年洪水
主要道道穂別鵡川線

主な洪水被害

■鵡川は北海道の太平洋側のみに生息するシシャモが遡上し、地域の特産品となっている他、河口
干潟はシギ・チドリ類のシベリアとオーストラリア等を結ぶ中継地として利用されるなど、豊
かな自然環境に恵まれている。

■河口干潟については、かつて広範囲に広がっていたが、近年、海岸浸食により、失われてきてお
り、地域と連携しその保全と再生に努めている。

シシャモのすだれ干し

河口部

中流部

赤岩青厳峡

河川環境

穂別地区河道掘削(平成17年)

大正8年

平成14年

あかいわせいがんきょう

護岸工事(昭和27年)

山林 約83%

農地 約5%
宅地等・その他 約12%

平成18年洪水
むかわ町大原

■洪水氾濫の防御を目的として、堤防整備、低水路護岸、河道掘
削工事等の治水対策を実施

※市街地範囲、田・畑は
5万分の1地形図から読みとり

平成18年洪水
むかわ町市街部

■安定化した河道の沿川では、農地や宅地が発達

治水対策

３



■流域内人口及び資産は下流に集中している
主な市町村：岐阜市(42万人)、一宮市(38万
人)、大垣市(17万人)、桑名市(14万人）

平成19年市調べ

木曽川：新丸山ダム建設中
(平成28年度完成予定)

長良川：長良川河口堰完成
(平成7年度)

中流部河道掘削予定
揖斐川：徳山ダム建設中

(平成19年度完成予定)

中流部河道掘削中

【木曽川流域位置図】

●S58.9美濃加茂市街

（木曽川）
●H16.10郡上市美並町
（長良川）

国営木曽三川公園
（河川環境楽園）

■長良川中流域では、伝統文化
を育む豊かな自然が存在

木曽川のケレップ水制群

■渇水被害が頻発
■平成６年渇水には
深刻な渇水が発生

木曽川水系
●中京圏の産業・人口・資産が集積する濃尾平野を貫流する。河口部は、広域地盤沈下による我が国最大のゼロメートル地帯であり、

洪水及び地震による災害ポテンシャルが高い。近年も洪水被害が発生。
●流域を越えた水供給により中部圏の経済・物づくりを支えている。平成６年には深刻な渇水が発生。
●伝統文化を育む豊かな自然、文化遺産、景勝地が多数存在し、さらに河川利用が盛ん。

●徳山ダム

海抜0m(T.P.±0m)の地盤高線付近の計画高水位と地盤高との差

■既往洪水を安全に流下させるため ダム建設や河道掘削等
を実施中

・流域面積 ：9,100㎞2

・幹川流路延長 ：木曽川 229km
長良川 166km
揖斐川 121km

・流域内人口 ：190万人
・主な市町村 ：岐阜市、大垣市、桑名市

・想定氾濫区域面積：1,206km2

・想定氾濫区域内人口：260万人

・想定氾濫区域内資産額:38兆円

流域及び氾濫域の諸元

木曽川：対象降雨量 275mm/2日（1/100）
基本高水ピーク流量：16,000m3/s（犬山）
計画高水流量：12,500m3/s （犬山）

長良川：対象降雨量 360mm/2日（S35.8既往最大）
基本高水ピーク流量：8,000m3/s（忠節）
計画高水流量：7,500m3/s （忠節）

揖斐川：対象降雨量 395mm/2日（1/100）
基本高水ピーク流量：6,300m3/s（万石）
計画高水流量：3,900m3/s （万石）

工事実施基本計画

地域・河川特性及び降水量
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土地利用状況

■広域地盤沈下により河口部は我が国最大のゼロ
メートル地帯であり、災害ポテンシャルが高い地域

■川底が周辺の土地よりも高い。天井川を呈している。
■年降水量は約2,500mm

資料：第５回自然環境保全基礎調査植生図

主な洪水被害

■近年においても洪水被害が多数発生

治水対策

河川環境
■木曽川下流域には、歴史的
な治水事業による土木遺産、
景勝地が多数存在

■木曽川中流から下流では
河川空間の利用が盛ん

●新丸山ダム（建設中）

渇水被害

630m420m400m

▽ HWL 
9.79▽ HWL 

7.39

▽ HWL 
8.04

T.P.0m

木曽川長良川揖斐川

近年の洪水被害

●長良川河口堰

林地等
79%

開放水面
2%

水田
9%

都市集落
7%

畑地
3%

80%

8%

天井川となる下流域(24k地点）

木曽川

実績流量（m3/s）
犬山

S58.9 14,100 4,588

長良川

実績流量（m3/s）
忠節

S51.9 6,400 59,355
H16.10 7,700 1,297

揖斐川

実績流量（m
3
/s）

万石
S50.8 4,200 215
H14.7 4,200 738

洪水名 被災家屋（棟）

被災家屋（棟）洪水名

洪水名 被災家屋（棟）
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（※3 出典：水マネジメント懇談会資料をもとに作成）

節水対象市区町村※3

減圧給水実施市区町村※3

時間給水実施市町村※3

既存施設による供給市町村

節水対象市区町村※3

減圧給水実施市区町村※3

時間給水実施市町村※3

既存施設による供給市町村

:主要企業の本社

:主要企業の工場

:自治体役所、土木事務所

:輪中堤の位置に現存する

盛土構造物

:河川

:県境

:主要都市

:ゼロメートル地帯

（塑望平均満潮位 T.P. +1.2m）

:年間沈下量1cm以上の
沈下域（H16渇水年）

:伊勢湾台風（S34.9）による

湛水被害地域

■



江の川水系 治水対策

流域面積 3,900km2 幹川流路延長:194km

流域内人口 :約21万人

主な市町:江津市,三次市,安芸高田市

想定氾濫区域面積 :約109km2

想定氾濫区域内人口:約5万人

想定氾濫区域内資産額:約8,600億円

流域及び氾濫域の諸元

■昭和47年7月洪水では、江の川水系全川にわたり甚大な被害が発生
［死者22名、全半壊3,625戸、浸水家屋約14,063戸（流域関係市町村分）］

■貯留型の氾濫特性より、三次市街地では急激な水位上昇により全域が浸水

昭和47年7月洪水による破堤状況

巴橋

馬洗川西城川

破堤箇所
JR三江線（馬洗川橋梁）

（三川合流付近）

平成18年12月6日撮影

平成17年7月24日撮影江の川＜吉田地区＞

河道や流況の安定に
伴って河床の攪乱作
用が低下

江の川のレキ河原は、
40～50年で激減

約30年前から、河道
内にヤナギ類による樹
林化が進行したためレ
キ河原の再生に着手

イカルチドリ

S47.7洪水浸水区域

S47.7洪水破堤地点

Ａ地点

昭和47年7月洪水による浸水実績

昭和47年7月洪水による三次市街地の

浸水区域と浸水想定区域図

浸水深 ３．４ｍ

Ａ地点

対象降雨量 尾関山地点 :306mm/2日(1/100)

江津地点 :323mm/2日(1/100)

基本高水のピーク流量 :10,200m3/s（尾関山地点）

:14,200m3/s（江津地点）

計画高水流量 : 7,600m3/s（尾関山地点）

:10,700m3/s（江津地点）

工事実施基本計画 土師ダム(S49完成） 灰塚ダム(H18完成）

■甚大な被害が発生した昭和20年9月、昭和40年
7月、昭和47年7月等の洪水を受け、上流三次市
街地を中心に堤防整備を促進
土師ダム・灰塚ダムを整備により、全川にわたり治

水安全度を向上

■中下流部は、狭隘部
の限られた平地を有効
利用するため、全国に
先駆け、水防災対策事
業等を実施

三次市作木町港地区

河川環境の特徴

■イカルチドリが生息するレキ河原の再生
■オキナグサ・カワラハハコが生息する河原草地

の再生

◆砂州の切り下げ、中水敷盛土の整備等
市街地

1%

農 地
7%

山 地
92%

主な洪水被害

■流域の90%以上が山地、
農地が7%、市街地は1%

■人口資産は上流三次市
と河口江津市に集中

（高水・低水）

（高水）■

■

凡 例

■：基準地点

：想定氾濫区域

 

瀬戸内海 

広島県 

島根県 

岡山県 

山口県 

江の川水系 

鳥取県 江の川 

日本海 

●広島･島根の2県にまたがる中国地方最大(流域面積、幹川流路延長)の河川
●上流三次盆地を中心に資産が集中し、中下流の狭隘部に小集落が点在
河口部の沖積平野は河川規模に比し、小さい。

●３つのほぼ同規模の流域面積を持つ川が三次盆地で合流、合流後の下流は
山間狭窄部が続き洪水時には水位が急激に上昇 水害を受けやすい地形

土地利用状況

地域・河川特性及び降水量

〔河口部〕

西城川
馬洗川

江の川

〔三川合流部〕〔中流部（県境付近）〕

■ 河口の狭小な沖積平野と、上流盆地に人口・
資産が集中し、それをつなぐ中下流は山間狭
窄部の河岸段丘に小集落が点在

■年降水量は流域平均で1,750mm程度

５


